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Ⅰ　研究の成果　　(1000字程度)
(図表 も含 めて分 か りやす く記入 のこ と)
現在、燃料電池などでの使用で要求される短時間の高
出力供給に対応する高容量かつ高速充放電が可能な
二次電池(スーパーキャパシタ)の開発が要求されて
いる。そのためには、種々の複合電極材料について高
速充放電特性の向上のための微細構造制御を行った
スーパーキャパシタの開発が必要である。電流コレク
タとなる高電子伝導性カーボン多孔体と電極活物質
が微細に複合化された多孔体を作製し、それを電極と
して電池特性を評価した。スーパーキャパシタに用い
る電極材料としてこれまでに研究した活物質とカー
ボ ンとの複合体電極 について、更な る高連充放電特性 の向上 を図った。カー ボン多孔体 内
部への電極活物 質導入(図1参 照)す るこ とで、不十分な電極活物 質の導電性 にカー ボン
由来の導電性を付与す るとともに、多孔体内へ電解 液 を浸透 させ る こ とに よ りリチ ウムイ
オ ン伝導パ スを確保す ることによって特性 の向上 を図 った。電極活 物質には環 境安全性や
コス ト面で有利 な次世代 リチウムイオ ン二次電池 用電 極材 料 として期待 され てい る リン酸
鉄 リチ ウム(LiFePO4)を用いた。カーボン多 孔体 内にLiFePO4を析 出 させ る方 法 と し
て はゾルゲル法 を用 い、多孔体 内にLiFePO4前駆体 溶液 を導 入 し、そ の後 の焼成 に よ
りLiFePO4を析出 させ た。この様 にして作製 した多孔体電極 の電気 化学特性 を定電流充放
電試験により確認 した。電流密度10mA／gとい う比較的電流密度 が小 さい時 の放電容量 は
134mAh／gであ り、この放電容量は以前水熱合 成に よ り合成 したLiFePO4／アセチ レンブ ラ
ック複合体電極 と同程度 の放電容量を示 した。また、この多孔体電極 は4A／gとい う高電流
密度時において も69mAh／gと大 きな放 電容 量を示 した。 高電流密度時 にお ける放 電容量
は、現在 までに報告 のある リン酸鉄 リチ ウムの厚膜電 極 を用いて測定 を行 った報告 例 と比
べ ると、比較的大きな容量を得 たとい うこ とが分 かった。 また、 これ らの結果 をもとに、
電極 ・電解質界面での リチ ウムイオ ンの移 動挙動 を解 明 し、優 れた特性 の実現 のための要
素を明 らかにす るこ とによって、よ り適切 な電極構 造を探 る ことが可能 とな る。
これ らより、エネル ギー高効率変換 ・貯蔵 のた めのマテ リアル 設計指針 の確立 を図 る手助
け となる結果 を示す ことができた。


